
 

1 
 

2013 年 12 月 4 日 
【報道関係各位】 

株式会社ベネッセコーポレーション 
代表取締役社長 明田 英治 

 
未妊レポート2013 子どもを持つことについての調査 

既婚女性の「今すぐにでも子どもが欲しい」割合は増加傾向。 
背景には晩婚化。 

～健康や子育て環境への不安も目立つ結果に～ 
 

株式会社ベネッセコーポレーションの社内シンクタンク「ベネッセ教育総合研究所」で

は、少子化の進むなか、子どものいない男女の子どもを持つことについての意識・実態を

把握し、原因と課題を探るために、2013年9月、25～45歳の未既婚男女に対して調査を行

い、4,159名の回答を得ました。調査では、交際の実態、結婚の意向、子どもを持つことへ

の意向とその理由、不妊への気がかり、子どものいる暮らしのイメージなど、ライフステ

ージのなかで結婚と妊娠に焦点を当てています。女性については、2007年8月に行った第1
回調査との経年変化もみることができます。 
 
  未婚男女の交際・結婚についての意識と実態 

1. 男女ともに半数以上が「ぜひ」「できれば結婚したい」が、交際している人がいると回答した

のは男性3割、女性4割にとどまる。 
 未婚男性の 50.5％、未婚女性の 63.2％は、「ぜひ」「できれば結婚したい」と回答。 
 未婚男性の 73.9%、未婚女性の 63.5%は「交際している人はいない」。未婚女性は、2007

年調査より 13.1 ポイント増加（2007 年 50.4%→2013 年 63.5%）。 
 
既婚男女の子どもを持つことについての意識と実態 
2. 子どもが欲しいと回答した男女に子どもを持ちたいタイミングについてきいたところ、「今す

ぐにでも持ちたい」が男女ともに7割超。既婚女性は、前回調査時より13.2ポイント増加。 
また不妊への気がかりや「卵子老化」の認知は、男性より女性のほうが高い傾向。 
 既婚男性の 67.3％、既婚女性の 56.9％は、「ぜひ」「できれば子どもが欲しい」と回答し

ている。既婚女性については、2007 年調査と比べて、子どもを持ちたい意向に変化はな

い（2007 年は 58.2％）。 
 子どもを持ちたいタイミングは、既婚男性の 71.1％、既婚女性の 74.0%が「今すぐにでも

持ちたい」と回答。既婚女性は、経年で 13.2 ポイント増えた（2007 年は 60.8％）。 
 既婚男性の 36.0％、既婚女性の 51.1％は、「自分または配偶者が不妊の可能性があるので

はないかと思ったことがある」と回答。 
 「卵子老化」という言葉は、既婚女性の 73.6%が「聞いたことがある」と回答。一方、既

婚男性は 47.0%で、女性に比べて 26.6 ポイント低い。 
 

既婚男女の子どもを持ちたい人の実態 
3. 子どもを「今すぐにでも持ちたい」女性は、情報収集や、基礎体温の記録、食生活に気をつけ

るなど主体的に妊娠に向けて取り組んでいる。男性は、配偶者の体調を気づかったり、貯金を

するなどが上位に上がっているが、特に何もしていない男性も約2割。 
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６年ぶりに行った今回の調査では、前回調査時に比べ、未婚女性、既婚女性ともに平均

年齢が1歳近く上がっています。晩婚化が進んでいることがうかがわれ、経年で見ると、子

どもを「今すぐにでも持ちたい」という比率が上がっています。不妊への気がかりや、「卵

子老化」という言葉の認知は、既婚女性のほうが既婚男性よりも高い傾向にありました。

また、女性の半数近くが普段の健康状態について「疲れている」と回答、4人に1人が「月

経に関するトラブル」を抱えています。妊娠に向けての、具体的な取り組みとともに、ま

ずは健康な身体づくりが大切であると言えましょう。 
 子どものいる暮らしについて、「お金がかかる」という回答が男女ともに多く、期待す

る支援策としても金銭面でのサポートが上がっています。本調査で子どものいない30代の

既婚女性12名に対して行った面接調査でも、「子どもはお金がかかる」というイメージ先

行で、子どもを持つことをためらっている様子がうかがわれました。一方、研究所で2011
年に実施した「第2回妊娠出産子育て基本調査」では、乳幼児を持つ母親は、妊婦健診や子

どもの医療費への助成について、充実していると評価しており、今回の回答とはギャップ

があります。具体的な育児支援策は、妊娠、出産して当事者になってみないと得にくい情

報なのかもしれません。 
 
今すぐ子どもを持ちたい人が増えたことを考えると、当研究所では、高校生や大学生な

ど人生の早い時期から、男女双方に向けて、妊娠・出産に関する正確な情報を伝えること

が必要であると考えています。これにより男女とも、ライフプランを考える上で、結婚や

家族をつくることについて、前もって、より具体的に考えることができるのではないでし

ょうか。今、子どもを持つことをためらっている人に向けては、育児支援制度の情報を分

かりやすく届けることで、情報不足による経済的な不安感を減らすことができるのではな

いかと考えます。 

 妊娠に向けてどのような取り組みをしているか聞いたところ、既婚女性の上位 3 項

目は「書籍や雑誌、ムック、インターネットなどで情報収集する（62.2％）」、「基礎

体温を記録している（60.2％）」、「食生活に気をつける(58.0%)」。既婚男性の上位 3
項目は（注．女性とは別の設問内容）、「妊娠しやすいタイミングでセックスをする

（39.6％）」、「配偶者の体調に気を配る（32.4％）」、「貯金をする（28.5％）」。「自分

では特に何もしていない」男性は 21.1％いた。 
 既婚女性について、経年では「予防接種を受けておく（例：風疹・インフルエンザな

ど）」（07 年 2.8%＜13 年 26.5％）や「身体を冷やさないように気をつける」（07 年

37.9%＜13 年 54.4％）などが増加した。 
 健康状態は、既婚男性 49.3％、既婚女性 43.2％が「疲れている」と回答（未婚男性

は 48.3%、未婚女性は 56.7%）。既婚女性の 23.8%は「月経に関するトラブル（例．

生理不順など）がある」と回答（未婚女性は 25.4%）。 
 

既婚男女の子どもを持つことへの不安  
4. 子どものいる暮らしのイメージ第1位は、男女ともに「お金がかかる」。公的な育児支援

策への期待に関する項目でも、「妊娠・出産費用の補助」「育児費用の補助」など「お

金」に関する項目が上位に上がった。 
 子どものいる暮らしのイメージを複数回答で選んでもらったところ、既婚男女ともに

第 1 位は「お金がかかる」、第 2 位は「責任」、第 3 位は男性「幸せ」女性「忙しい」。 
 育児支援策への要望をきいた設問では、既婚女性の上位 2 項目は「妊娠・出産費用

の補助（既婚男性 52.2%、既婚女性 48.1%）」「育児費用（医療費、教育費、保育料

も含む）の補助（既婚男性 45.0%、既婚女性 48.0%）」だった。 
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【調査概要】 
テーマ 
 

子どものいない男女の「子どもを持つこと」「産み時」に関する意識、 
妊娠に向けての行動実態。  

調査方法 インターネット調査 
調査時期 2013年9月6日～9月9日              ※第1回調査は2007年8月 
調査対象 25～45歳

未婚男性1,037人 未婚女性1,039人      （2007年調査：未婚女性500人）  
の子どもがいない人、妊娠していない人 

既婚男性1,035人 既婚女性1,048人      （2007年調査：既婚女性500人） 
調査地域 首都圏（東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県）、愛知県、大阪府、福岡県  
調査・分析 後藤 憲子（ベネッセ教育総合研究所 次世代育成研究室 室長） 

持田 聖子（ベネッセ教育総合研究所 次世代育成研究室 研究員） 
調査協力 竹内 正人（産科医 東峯婦人クリニック副院長） 

河合 蘭 （出産ジャーナリスト『卵子老化の真実』著者） 
白井 千晶（早稲田大学非常勤講師／社会学） 
竹原 健二（国立成育医療センター研究所政策科学研究部研究員） 

 
ベネッセ教育総合研究所のホームページからも、本リリース資料をダウンロードできます。 
また、今後、調査結果をまとめたレポートも掲載する予定です。 
http://berd.benesse.jp/ 
 
【基本属性】   
■年齢分布 

 
注１）カッコ内は平均年齢。 

注２）2007年調査は2005年国勢調査、2013年調査は2010年国勢調査に合わせて、男女別・未既婚別・年齢別・地域別

に割り付けして回収。 
注３）ただし、2013年調査は、一部が割り付け通りに回収できなかったため、国勢調査の人口割合に合わせて、居住エ

リア、および年齢区分について重みづけを実施し、経年比較が可能になるようにサンプルの偏りを修正しました。  
 
■就業形態 、世帯年収（既婚男女）、個人年収（未婚男女）、最終学歴については、補足資

料をご参照ください。 
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【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 
株式会社ベネッセコーポレーション 広報部  担当：西沢、坂本、三田村、藤田、 

電話：03-5320-3503  FAX：03-5320-1677 
 

http://berd.benesse.jp/�
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図１．結婚について（未婚男女別・未婚女性は経年比較） 

 
 
図２．交際について（未婚男女別・全体／年齢別・未婚女性は経年比較） 
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未婚男女の交際・結婚についての意識と実態 
1. 男女ともに半数以上が「ぜひ」「できれば結婚したい」が、交際している人がいると 

回答したのは男性3割、女性4割にとどまる。 
 未婚男性の 50.5％、未婚女性の 63.2％は、「ぜひ」「できれば結婚したい」と回答。 
 未婚男性の 73.9%、未婚女性の 63.5%は「交際している人はいない」。未婚女性は、2007

年調査より 13.1 ポイント増加（2007 年 50.4%→2013 年 63.5%）。 
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図３．子どもを持つことについて（既婚男女別・既婚女性は経年比較） 

 
 
 
図４．子どもを持ちたいタイミング（既婚男女別・既婚女性は経年比較） 
 

 
  注）「ぜひ」「できれば子どもが欲しい」と回答した人。 
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既婚男女の子どもを持つことについての意識と実態 
2. 子どもが欲しいと回答した男女に子どもを持ちたいタイミングについてきいたとこ

ろ、「今すぐにでも持ちたい」が男女ともに7割超。既婚女性は、前回調査時より13.2
ポイント増加。また不妊への気がかりや「卵子老化」の認知は、男性より女性のほう

が高い傾向。 
 既婚男性の 67.3％、既婚女性の 56.9％は、「ぜひ」「できれば子どもが欲しい」と回

答している。既婚女性については、2007 年調査と比べて、子どもを持ちたい意向に

変化はない（2007 年は 58.2％）。 
 子どもを持ちたいタイミングは、既婚男性の 71.1％、既婚女性の 74.0%が「今すぐに

でも持ちたい」と回答。既婚女性は、経年で 13.2 ポイント増えた（2007 年は 60.8％）。 
 既婚男性の 36.0％、既婚女性の 51.1％は、「自分または配偶者が不妊の可能性がある

のではないかと思ったことがある」と回答。 
 「卵子老化」ということばは、既婚女性の 73.6%が「聞いたことがある」と回答。一

方、既婚男性は 47.0%で、女性に比べて 26.6 ポイント低い。 

67.3 

58.2 

56.9 
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図５．自分または配偶者が「不妊の可能性があるのではないか」と思ったことがある 
（既婚男女別） 

 
図６．「卵子老化」ということばを聞いたことがあるか（既婚男女別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７．妊娠に向けての取り組み（既婚女性 子どもを「今すぐにでも持ちたい」回答者） 

 
注１）「ぜひ」「できれば子どもが欲しい」と回答した既婚女性で、子どもを「今すぐにでも持ちたい」と回答した人。 
注２）31項目中（「その他」を除く）、上位10項目のみ図示（複数回答）。全項目の結果は補足資料集参照。 
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既婚男女の子どもを持ちたい人の実態 
3.子どもを「今すぐにでも持ちたい」女性は、情報収集や、基礎体温の記録、食生活に気をつけるな

ど主体的に妊娠に向けて取り組んでいる。男性は、配偶者の体調を気づかったり、貯金をするなどが

上位に上がっているが、特に何もしていない男性も約２割。 
 妊娠に向けてどのような取り組みをしているかきいたところ、既婚女性の上位 3 項目は「書籍や

雑誌、ムック、インターネットなどで情報収集する（62.2％）」、「基礎体温を記録している

（60.2％）」、「食生活に気をつける(58.0%)」。既婚男性の上位 3 項目は（注．女性とは別の設問内

容）、「妊娠しやすいタイミングでセックスをする（39.6％）」、「配偶者の体調に気を配る（32.4％）」、

「貯金をする（28.5％）」。「自分では特に何もしていない」男性は 21.1％いた。 
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図８．子どもを持つことに対しての取り組み 
（既婚男性 子どもを「今すぐにでも持ちたい」回答者） 

 
注１）「ぜひ」「できれば」子どもが欲しいと回答した既婚男性で、子どもを「今すぐにでも持ちたい」と回答した人。 
注２）複数回答。 
 
 
 
 
 
 
図９．健康状態（既婚男女別） 

 
注１）複数回答。 既婚女性の降順で図示。 
注２）未婚者の結果は、補足資料参照。 
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早く家に帰る

子どものいる友人や家族、親戚などの体験談を聞く

妊娠・出産に関するイベントや講習会などに行く

その他

（％）

38.9 

49.3 

6.0 

18.4 

23.4 

0.0 

13.2 

0.0 

7.1 

1.6 

1.0 

26.1 

49.6 

43.2 

40.9 

25.8 

24.7 

23.8 

21.1 

12.8 

12.4 

5.8 

2.7 

13.4 

肩こりや腰痛がある

疲れている

冷え・むくみなどのマイナートラブルがある

だるい・やる気がでない

眠りが浅い、眠れないことがある

月経に関するトラブル（例：生理不順など）がある

アレルギーがある

婦人科系のトラブルがある

持病がある（女性は「月経や婦人科系以外」）

食欲不振

その他

特に悩みや不安はない

既婚男性

既婚女性

（％）

 健康状態は、既婚男性 49.3％、既婚女性 43.2％が「疲れている」と回答（未婚男性は 48.3%、

未婚女性は 56.7%）。既婚女性の 23.8%は「月経に関するトラブル（例．生理不順など）

がある」と回答（未婚女性は 25.4%）。 
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図１０．子どものいる暮らしのイメージ（既婚男女別） 

 
注１）複数回答。 
注２）「その他」「特にイメージはない」は除いて図示。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

51.5 

47.3 

48.3 

40.1 

18.2 

46.8 

34.6 

31.2 

14.9 

21.5 

14.8 

53.6 

32.7 

56.4 67.8 

56.6 

64.6 

23.6 

37.1 

25.6 

49.4 

32.6 

54.8 

24.0 

43.7 

53.4 

50.0 

53.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

010203040506070

幸せ

喜び

楽しい

あたたかい

憧れ

成長

希望

騒がしい

めんどう

不安

束縛

責任

忙しい

お金がかかる

既婚男性 既婚女性
（％）

既婚男女の子どもを持つことへの不安  
4.子どものいる暮らしのイメージ第1位は、男女ともに「お金がかかる」。公的な育児支

援策への期待に関する項目でも、「妊娠・出産費用の補助」「育児費用の補助」など「お

金」に関する項目が上位に上がった。 
 子どものいる暮らしのイメージを複数回答で選んでもらったところ、既婚男女ともに

第 1 位は「お金がかかる」、第 2 位は「責任」、第 3 位は男性「幸せ」女性「忙しい」。 
 育児支援策への要望をきいた設問では、既婚女性の上位２項目は「妊娠・出産費用の

補助（既婚男性 52.2%、既婚女性 48.1%）」「育児費用（医療費、教育費、保育料も含

む）の補助（既婚男性 45.0%、既婚女性 48.0%）」だった。 

＜参考＞    子どものいない 30 代既婚女性 12 名への面接調査より、 
「子どものいる暮らしのイメージ」ワードを選んだ理由の声。 

■お金：子供ができて 20 歳まで育て上げるまで何百万何千万円かかるっていう風に考えると、今の主

の月々の給料とボーナスを合わせても到底できる経済力には全くならない。 

■お金：今は二人の給料でやっていますが、私が妊娠したときに派遣だとなかなか産休とかも取れな

いでしょうし、彼一本の給料で生きていけるのかっていうのが不安なので、なるべく貯金をしようと

しています。 

■忙しい：子どもに束縛されて、すぐに泣いたりおっぱいあげたり、ずっと泣かれたりするじゃない

ですか。自由な時間がないなって。 

■不安：自分の中でももう若くないという感じになっていて、（子どもが）障害持っていたらどうしよ

うとか。 

■不安：生理がすごく重くて、だからちょっと心配なんですよね。 

■不安：（妊娠しにくい体だったらと考えると）それが不安ですよね。いざ欲しいっていうときから不

妊治療を始めるのはこわい。 

■不安：でも、産まないで後悔する方と産んで後悔する方と、どちらの後悔が大きいかなと考えたと

きに、産んでもいいのではないかと思いました。 

（面接調査：30～37 歳の子どものいない既婚女性 12 名に対して実施。2013 年 10 月 19 日～20 日。） 
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図１１．妊娠・出産・育児支援策への要望（既婚男女別） 

 
注１）あって欲しいと思うものを５項目まで選択。 
注２）既婚女性の降順。 
 
＜参考＞図１２．子育て環境・支援制度の充実度（第２回妊娠出産子育て基本調査より） 

 
注１）「第２回妊娠出産子育て基本調査」ベネッセ教育総合研究所（2011年）より。 
注２） 0～2歳の第１子を持つ母親1,843名の回答。 
注３） 充実している＝「とても」＋「まあ充実していると思う」、 

充実していない＝「あまり」＋「まったく充実していると思わない」 

52.2 

45.0 

36.3 

46.2 

30.3 

28.9 

28.4 

25.2 

46.1 

10.8 

5.2 

12.1 

6.5 

7.0 

1.1 

48.1 

48.0 

42.5 

39.2 

36.4 
36.3 

34.4 
34.2 

32.3 

12.6 

12.0 

10.7 
7.9 

5.9 

1.0 

妊娠・出産費用の補助

育児費用（医療費、教育費、保育料も含む）の補助

子どもを一時的に預けられる施設・サービスの充実

育児休業中も収入が保障されること

保育所の待機児童の解消

妊娠・育児と仕事を両立しやすくすること

不妊治療費用の補助

出産・育児で離職した場合に再就職しやすくすること

性別や仕事の種類に関係なく育児休業を取りやすくすること

公園や児童館など子どもが過ごせる環境の充実

妊娠・出産・子育てについての相談サービス

子どもが大切にされる風土づくり

特にない

わからない

その他

既婚男性

既婚女性

85.8 

83.4 

78.6 

71.3 

69.1 

63.3 

53.0 

28.5 

28.0 

27.8 

26.1 

17.3 

7.9 

12.4 

15.5 

18.5 

26.0 

28.3 

30.5 

42.4 

32.0 

48.3 

55.3 

44.3 

40.4 

33.3 

0.6 

0.3 

2.1 

1.7 

1.4 

4.6 

3.1 

37.3 

22.1 

15.5 

27.9 

40.6 

56.6 

1.1 

0.8 

0.9 

1.0 

1.2 

1.6 

1.5 

2.1 

1.7 

1.4 

1.7 

1.6 

2.2 

子どもの医療費の助成

小児科や子どもを診てくれる病院

妊婦健診への助成

産院・分娩を受け入れる病院

子どもの任意の予防接種費用の助成

児童館・子ども家庭支援センター・公園など子どもが過

ごせる場所

乳幼児を連れて行きやすい設備

母親自身の心身についての相談サービス

子どもを預けられる施設・サービス

子育て家庭への直接的な経済的支援

幼稚園・保育所の保育料への助成

育児や家事援助サービスへの助成

不妊治療への助成

充実している 充実していない 知らない・わからない 無回答
（％）


